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論文内存の安旨
方程式がーが-1=0の1fA艮日は，代数的整数でその代数的共役は，絶対値が1より小さい，すなわち，
Pisot数と呼ばれるものである。さらに.sは単数でもある。非負実数xのβ一展開 x=alr"α1αt・a1α司 2
・・とは，各ajがβ以下の非負整数であって，
r= 玄αtβIかつ I x- L:αtβi I <βM 
一∞<i<N Mく tくN
がすべてのM=N，N-1. …に対して成立することをいう。このような， β・展開においであるとこ
ろから心-のαtがすべて Oになるとき，xは有限s-展開をもっといい，右に続く Oは省略する。 8の代数的
共役の一つをβ'(複素数)とおき，この対応がもたらすZ[β]からZ[β.]への同型対応をx1-+どで現す。
右端がαLaL1 …仰となる有限β一展開をもっxのこの対応による像全体の閉包をKaLaL-I…αMと記す。ここで，
Lく Oのとき.KaLaL-1 "'a，liをti leと呼び，それ以外のとき.subti leと呼ぶ。とくに.K 0をcontralt i leと
呼ぶ。このようなtileの全体が，複素平面を被い，異なるtileは内部で-交わらないこと等が知られている。
また.central t i leは， Tridragonと呼ばれる台名なフラクタル図形で，多くの研究がある。
本論文では，
1.正のすべてのZlβ]の元が台目V3-展開をもつことを示したの
2.復業平面上でのti 1 eの配置，境界のHausdorff次)1ム 3つ以上の異なるti 1 eの交わり，すなわち，頂点
の決定を行った。
論文審査の結果の要旨
jj程式r、-x'_. 1 = 0の正根βは， 1より大きい代数的整数でその代数的共役は.絶対値が lより小さ
い，すなわち.Pisot数と呼ばれるものであるじさらに， βは単数でもあるc J~負実数xの β-展開
x=α，I("alα0・a1α・2 …とは，各αzがS以下の非負整数であって.
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x= L:αi s iかつ Ixー ヱαisiIく β#
一∞く tくN 量く iくH
がすべてのM=N.N-l.…に対して成マーすることをいう。このような， β 展ー開においであるとこ
ろから右の引がすべてOになるとき，xは有限βー展開をもっといい，有に続く 0は省略するの βの代数的
共役の一ー つをβ，(複素数)とおき， この対応がもたらすZ[sJからZ[β.]への!日l型対応をX日 x'で表す。
右端がal.al.-1 …仰となる釘隈β一展開をもっ x のこの対応による像全体の閉包をKal.UI•・f ・ 'aNと記す。ここ
で.L=ー 1のとき， んをtileと呼び.とくに，K. (すなわち ， L~- 1かっαLaL I…aN= ff)をcentra1 t i le 
と呼ぶ。 ー般のピゾ数に対するtilingの研究は，新潟大学の秋山茂樹氏によって行なわれ.その一般論か
ら，このようなtileの全体が，複素平面を被い，異なるtileの交わりがルベーク測度Oをもつこと等がわ
かる。とくに，このβに対するcentraltileは.Tridragonと呼ばれる有名なフラクタル図形で.多くの研
究がある。
本論文では，
1.正のすべてのZ[β]の元が有限s-展開をもつことを示した。
2.複素平面上でのtileの配置，境界のHausdorff次元， 3つ以上の異なるti 1 eの交わり(頂点)等を決定
した。
以上の結果は興味深いもので，フラクタル図形についての新しい知見をもたらすものであるのよって，
博士(理学)の学位授守ーに航するものと審査した。
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